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2. 英語のスペルの仕組みを理解しましょう
ここでは英語の発音と綴りの仕組みについて，教師の知識を高めることをねらいとしています。

これらの内容をすべて児童に教えることをお勧めするものではありません。

アルファベットの文字には“名前”と“音”がある！！

Letter 文字 a b c e i x

Name 名前 /ei/ /bi:/ /si:/ /i:/ /ai/ /eks/

Phonic

sound
音 /ae/ /b/ /k/ /e/ /i/ /ks/

アルファベットの文字について，「名前」と「音」があることを理解しましょう。

アルファベットの文字の一般的な音を発音してみましょう。

アンカー・ワード（例）で覚えましょう！

a b c d e f g h i

apple bear cat dog elephant fan goat hat ink

j k l m n o p q r

y

jam koala lion milk net octopus pen quiz racket

s t u v w x

watch box

z

yacht zebra

先頭の文字が，その文字の一般的な発音を表しているとき，その単語をAnchor Words（アンカー・ワード）といいます。

Anchor Words（アンカー・ワード）を覚えることは，文字の音を記憶に留めることにつながります。

ダイグラフ【二重音字】（例）

sun tomato umbrella violin

sh ch oy ir ar ou or ow ai

ship chicken toy girl car house fork cow train

sharp

shop

chime

child

boy

joy

circle

stir

star

market

mouse

blouse

port

sport

shower

flower

brain

nail

参考資料・図書： 2015（平成27）年 LEEP（英語教育推進リーダー中央研修），フォニックス チャンツ（mpi 松香フォニックス）

二文字で一音を表すものを二重音字Digraphs（ダイグラフ）といいます。

フォニックスを少しずつ

英単語の綴りのパターンは，80％は規則的なものです。これらのルールを知れば，意味が分からなくても，ある程度

推測して読むことができるようになります。

残りの20％は不規則な「サイトワード」というもので，これらの英単語は暗記しなければなりません。

フォニックスに関する学習は，ルールの確かな理解や「仲間さがし」の学習で少しずつがんばっていきましょう。


